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吹吹きき飛飛ばばせせ !!

ふるさとのたすきをつなぐふるさとのたすきをつなぐ

10 月 16 日、大曲支援学校せんぼく校を主会場に「第 910 月 16 日、大曲支援学校せんぼく校を主会場に「第 9
回秋田 25 市町村対抗駅伝ふるさとあきたラン ! 仙北大会」回秋田 25 市町村対抗駅伝ふるさとあきたラン ! 仙北大会」
が開催され、県内各市町村の代表チームが市内の特設コーが開催され、県内各市町村の代表チームが市内の特設コー
スをたすきでつなぎました。（関連記事 2 ページ）スをたすきでつなぎました。（関連記事 2 ページ）



ふるさとあきたラン ! 仙北大会第9回 秋田25市町村対抗駅伝

　10月16日、大曲支援学校せんぼく
校を主会場に仙北市内循環特設コース

（9区間、33.0km）を走る「第9回秋田
25市町村対抗駅伝ふるさとあきたラ
ン！仙北大会」が開催されました。
　今年で 9回目の開催となる県内全市
町村が一堂に会し、市町村の代表選手

角館町内の特設コースをたすきでつなぐ角館町内の特設コースをたすきでつなぐ

総合成績
 第1位  大館市 1:44:21
 第2位  秋田市 1:47:34
 第3位  横手市 1:48:55

によるチームで競い合う同大会。セブ
ンイレブン小館店前をスタートした選
手たちは、角館武家屋敷通りなどの角
館町内と白岩地域を結ぶ特設コースを
各チーム 9人でつなぎました。ゴール
となった同校では、選手たちが戻って
くると大きな歓声が上がりました。

　総合優勝は大館市が第1回大会以来
となる栄冠を勝ち取り、仙北市選抜チー
ムは、総合第13位（出場24 チーム）、
市の部門で第11位の成績（1時間57分
26秒）を収めることができました。
　仙北市選抜チームの松本成年監督
は「選手たちの力走が市民の皆さんに

仙北市選抜チームの選手の皆さん。

　

仙
北
市
で
は
、
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
様
々
な
分
野
で
社
会
参
加
し
、
地
域
の
中
で
き
ら
り
と
輝
き
活
躍
し

て
い
る
65
歳
以
上
の
方
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
に
表
彰
さ
れ
た
４
人
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
年
齢
は
令
和
４
年
10
月
31
日
現
在
）

令
和
４
年
度

　
旧
田
沢
湖
町
、
仙
北
市

職
員
と
し
て
課
長
、
部
長

職
な
ど
を
歴
任
し
定
年
退

職
後
に
は
仙
北
市
副
市
長

と
し
て
も
活
躍
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
仙
北
市
地
域
運

営
体
第
１
号
の
田
沢
地
域

運
営
体
「
荷
葉
」
の
設
立

に
積
極
的
に
取
り
込
み
、

初
代
事
務
局
長
に
就
任

し
、
運
営
体
の
事
業
・
農

村
喫
茶
「
た
ざ
わ
」
を
設

置
し
地
域
の
憩
い
の
場
に

さ
れ
た
ほ
か
、
田
沢
地
域

の
様
々
な
課
題
解
決
や
発

展
な
ど
に
尽
く
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
現
在
も
運
営
体
の
顧
問

と
し
て
活
躍
さ
れ
る
な
ど

多
方
面
で
活
動
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

浦
山 

清
悦 

さ
ん

（
76
歳 

田
沢
湖
田
沢
）

　
茶
立
て
の
清
水
を
守
る

会
代
表
と
し
て
、
国
道

３
４
１
号
沿
い
に
あ
る
茶

立
て
の
清
水
が
平
成
２
年

に
設
置
さ
れ
て
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
30
年
以
上
の

長
き
に
わ
た
り
清
水
周
辺

の
清
掃
活
動
な
ど
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
利
用
者
か
ら
の

協
力
金
を
社
会
福
祉
協
議

会
や
ユ
ニ
セ
フ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
、
国

境
な
き
医
師
団
な
ど
に
寄

付
す
る
な
ど
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
地

域
の
社
会
福
祉
に
も
貢
献

さ
れ
て
お
り
、
昨
年
に
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者

（
個
人
）
と
し
て
功
労
厚

生
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

青
柳 

征 

さ
ん

（
77
歳 

田
沢
湖
生
保
内
）

　
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

事
業
の
一
つ
「
若
帰
り
教

室
」
で
行
わ
れ
た
フ
ッ
ト

セ
ラ
ピ
ー
（
足
裏
教
室
）

の
参
加
を
き
っ
か
け
に
、

講
師
の
勧
め
も
あ
り
、フ
ッ

ト
セ
ラ
ピ
ー
の
指
導
資
格

を
取
得
。
そ
の
後
、
平
成

24
年
か
ら
現
在
ま
で
の
約

10
年
間
に
わ
た
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
フ
ッ
ト
セ
ラ

ピ
ー
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
さ
く
ら
フ
レ
ン

ド
サ
ー
ク
ル
（
現
在
会
員

25
人
）
を
立
ち
上
げ
、
市

内
各
地
区
か
ら
参
加
の
会

員
と
と
も
に
毎
月
第
２
・

第
４
水
曜
日
に
角
館
交
流

セ
ン
タ
ー
で
サ
ー
ク
ル
活

動
を
行
い
、
地
域
の
交
流

推
進
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま

す
。 船

山 

カ
ツ
子 

さ
ん

（
79
歳 

田
沢
湖
梅
沢
）

　

角
館
中
学
校
卒
業
後
、

家
業
の
鍛
冶
屋
を
継
承
。

鍛
冶
屋
を
や
め
た
後
に
は

角
館
樺
細
工
伝
承
館
に
鞴

（
ふ
い
ご
）
を
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
農
機
具
屋
に

勤
め
、
現
在
も
農
機
具
に

不
具
合
が
あ
っ
た
場
合
な

ど
は
す
ぐ
に
駆
け
付
け
、

修
理
を
行
う
な
ど
、
農
家

の
た
め
に
尽
力
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
神
社
・
仏
閣
行

事
に
積
極
的
に
参
加
、
長

年
に
わ
た
り
奉
仕
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
地
域
の
高
齢

者
に
対
す
る
支
援（
病
院
、

検
診
等
）
や
町
内
会
の
役

員
を
務
め
る
な
ど
、
長
年

に
わ
た
り
地
域
の
活
動
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

菅 

貞
雄 

さ
ん

（
88
歳 

角
館
町
西
野
川
原
）

地
域

き
表
彰

　
10
月
30
日
、
東
京
都
立
産
業

貿
易
セ
ン
タ
ー
浜
松
町
館
（
東

京
都
港
区
）
で
、
あ
き
た
ま
る

ご
と
Ａ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
Ａ
タ
ー
ン
フ
ェ

ア
は
秋
田
県
、
秋
田
労
働
局
な

ど
が
主
催
の
秋
田
へ
Ｕ
・
Ｉ
・

Ｊ
タ
ー
ン
を
希
望
す
る
方
を
対

象
に
し
た
就
職
や
移
住
の
相
談

会
・
展
示
会
で
す
。
県
内
企
業

の
採
用
担
当
者
や
市
町
村
の
移

住
担
当
者
が
Ａ
タ
ー
ン
希
望
者

の
相
談
に
お
応
え
す
る
も
の

で
、
仙
北
市
か
ら
は
、
イ
ン
ス

ペ
ッ
ク
㈱
、
㈱
瀧
神
巧
業
、
仙

北
市
役
所
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
仙
北
市
ブ
ー
ス
に
は
、
仙
北

市
出
身
者
や
ご
両
親
が
仙
北
市

出
身
の
方
、
親
友
が
仙
北
市
に

い
る
方
な
ど
様
々
な
方
々
が
訪

れ
ま
し
た
。

　
相
談
者
の
中
に
は
市
内
移
動

の
不
安
を
述
べ
る
方
も
お
り
、

よ
ぶ
の
る
角
館
や
た
っ
こ
ち
ゃ

ん
モ
ビ
の
新
型
モ
ビ
リ
テ
ィ

サ
ー
ビ
ス
の
取
り
組
み
に
興
味

を
持
た
れ
て
い
ま
し
た
。

あ
き
た
ま
る
ご
と

　
　
Ａ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
に

出
展
し
ま
し
た
！

首
都
圏
な
ど
か
ら
県
内
へ
の
転
職
や

移
住
促
進
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　
ま
た
、
仙
北
市
ブ
ー
ス
を
訪

れ
た
方
々
は
仙
北
市
の
伝
統
や

自
然
の
魅
力
を
改
め
て
感
じ

て
、
仙
北
市
に
移
住
し
た
い
様

子
で
し
た
が
、
転
職
に
不
安
を

感
じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
市

内
就
職
を
検
討
し
た
い
方
に

は
、
市
内
か
ら
参
加
の
２
社
を

ご
案
内
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
様
々
な
機
会
で
、
移

住
先
と
し
て
の
市
の
魅
力
を
発

信
し
続
け
て
い
く
予
定
で
す
。A ターンフェアが行われた会場の様子。

　
第
50
回
角
館
町
樺
細
工
伝
統
工

芸
展
が
角
館
樺
細
工
伝
承
館
で
開

催
さ
れ
、
秋
田
県
知
事
賞
に
米
沢

研
吾
さ
ん
の
作
品
「
ひ
び
皮
茶
筒
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
同
展
に
は
、
樺
細
工
職
人
を
は

じ
め
樺
細
工
問
屋
か
ら
伝
統
的
工

芸
品
の
部
に
19
点
、
一
般
品
の
部

に
23
点
の
出
展
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
（
賞
名
・
作
品
名
・

受
賞
者
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

第
50
回
角
館
町
樺
細
工
伝
統
工
芸
展

 

秋
田
県
知
事
賞  

ひ
び
皮
茶
筒
／
米
沢
研
吾

 

東
北
森
林
管
理
局
長
賞  

小
箱
／
三
浦
勇

 

仙
北
市
長
賞   

田
口
鉄
蔵
賞  

抹
茶
入
／
三
浦
勇

 

一
般
財
団
法
人
伝
統
的
工
芸
品
産
業
振
興
協
会
賞 

ミ
ニ
キ
ャ
ニ
ス
タ
ー
／
佐
藤
大

 

秋
田
県
伝
統
的
工
芸
品
等
産
業
振
興
協
議
会
長
賞  

た
た
み
も
の
カ
フ
ス
（
無
地
皮
）
／
米
沢
研
吾

 

秋
田
県
議
会
議
長
賞  

樺
細
工
長
方
小
箱
／
鈴
木
光
男

 

仙
北
市
議
会
議
長
賞  

琴
爪
入
れ
／
千
葉
秀
喜

 

一
般
社
団
法
人
田
沢
湖
・
角
館
観
光
協
会
長
賞  

ペ
ン
ダ
ン
ト
ラ
イ
ト
ｎ
ｏ
ｉ
ｘ
（
ノ
ア
）
／
㈲
冨
岡
商
店

 

仙
北
市
商
工
会
長
賞  

ひ
び
皮
長
方
小
箱
／
鈴
木
光
男

 

角
館
町
樺
細
工
振
興
育
成
協
会
長
賞  

線
香
、
ロ
ー
ソ
ク
入
／
鈴
木
保

 

秋
田
魁
新
報
社
賞  

素
箱 

十
二
角
盆
／
㈱
藤
木
伝
四
郎
商
店

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局
賞  

線
香
筒
／
鈴
木
保

 
Ａ
Ｂ
Ｓ
秋
田
放
送
賞  

名
刺
入
（
Ｌ
）
／
㈲
冨
岡
商
店

 
Ａ
Ｋ
Ｔ
秋
田
テ
レ
ビ
賞  

ウ
ォ
ー
ル
シ
ェ
ル
フ
／
㈱
八
柳

 

Ａ
Ａ
Ｂ
秋
田
朝
日
放
送
賞  

樺
二
色
組
替
茶
入
／
荒
川
慶
太
郎

秋
田
県
知
事
賞
を
受
賞
し
た
米

沢
さ
ん
の
作
品「
ひ
び
皮
茶
筒
」。 秋田県知事賞を受賞した米沢研吾さん（右）。

勇気と元気を与えたと
思う」と振り返りまし
た。また、1区を走っ
た草彅碧羽さん（神代
小・6年）は「スタート
地点は応援もすごく緊
張した。郡の陸上大会
1000m の種目で 2位
になり、優勝した選手
をライバルとして練習
してきた。そのライバ
ルにこの大会で勝つこ
とができたし、タイム
的にも満足できる走り
ができてよかった」と
話しました。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－
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10
月
30
日
、
角
館
図
書
館

後
援
会
主
催
「
第
60
回
文
化

講
演
会
」
が
角
館
樺
細
工
伝

承
館
で
開
催
さ
れ
、
市
民
な

ど
１
１
０
人
が
来
場
し
ま
し

た
。

　
講
師
に
芥
川
賞
や
女
流
文

学
賞
、
谷
崎
潤
一
郎
賞
な
ど
、

数
々
の
文
学
賞
を
受
賞
し
て

い
る
作
家
の
川
上
弘
美
さ
ん

を
迎
え
、「
秋
田
の
俳
人 

石

井
露
月
と
安
井
浩
司
を
読
み

つ
つ
ー
小
説
を
書
く
こ
と
と

俳
句
を
つ
く
る
こ
と
を
考
え

る
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
講
演
で
川
上
さ
ん
は
、
俳

句
が
確
立
さ
れ
る
ま
で
の
歴

史
を
振
り
返
り
、
明
治
か
ら

昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
正

岡
子
規
や
高
浜
虚
子
の
ほ
か
、

劇
作
家
と
し
て
も
活
躍
し
た

寺
山
修
司
な
ど
の
俳
句
を
解

説
。
秋
田
の
俳
人
・
石
井
露

月
と
安
井
浩
司
の
作
品
も
紹

介
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
背
景
や

意
図
を
読
み
解
き
な
が
ら
、

書
く
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
ま

し
た
。

　
川
上
さ
ん
は
「
も
の
を
つ

く
る
こ
と
は
、
歴
史
的
に
先

人
た
ち
が
つ
く
っ
て
き
た
も

の
に
準
拠
し
つ
つ
、
自
分
が

ほ
ん
の
少
し
の
新
し
い
こ
と

を
足
し
て
い
く
こ
と
の
よ
う

な
気
が
す
る
」
と
話
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、「
俳
句
は
短
い
か
ら

色
々
な
解
釈
が
で
き
る
。
こ

れ
は
小
説
に
も
関
係
し
て
い

て
、
小
説
を
読
む
と
い
う
こ

と
は
そ
れ
だ
け
自
由
な
こ
と
。

私
が
書
い
た
小
説
も
自
由
に

読
ん
で
ほ
し
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
講
演
後
に
は
川
上
さ
ん
の

サ
イ
ン
会
も
行
わ
れ
、
訪
れ

た
方
々
が
列
を
つ
く
っ
て
い

ま
し
た
。

講
演
す
る
川
上
弘
美
さ
ん
。

作
家
の
川
上
弘
美
さ
ん
が
講
演

角
館
図
書
館
後
援
会
主
催 

第
60
回
文
化
講
演
会

　10 月 23 日、戊辰戦争において角館の歴史的町並みを救い、
異境の地に散った大村藩少年鼓手、濱田謹吾少年の銅像建立
35 周年記念式典および祝賀会が、戊申会の主催により盛大に
開催されました。
　薗田裕史大村市長、村崎浩史大村市議会議長、大村市吾往会
など総勢 46 人が遠路来訪され、多数の仙北市関係者とともに
濱田少年、大村藩士への追悼と感謝の念を新たにし、両市の友
好がさらに深まる記念事業となりました。

濱田謹吾銅像建立 35 周年記念式典冥福祈り友好誓う

天神山で開催された銅像建立 35 周年記念式典の様子。

　10 月 30 日、市役所角館庁舎で「樺細工で生まれ変わった奇跡のピ
アノコンサート 2022」が開催されました。コンサートは、仙北市と
Oto を楽しむ会（安藤満里代表）の共催により行われ、会場には演奏を
聞こうとおよそ 80 人が訪れました。
　同会は、神代小学校改築に伴い廃棄される予定だったグランドピアノ
に樺細工を施し、以後「樺細工で生まれ変わった奇跡のピアノ」として
市内でコンサートなどを開催しています。
　この日は、秋田県内を中心に活躍する伊藤伸さん、野尻弘子さん、浦
恵美さん、そして安藤代表が出演。はじめに伊藤さんがシューマンの「ト
ロイメライ」やドビュッシーの「夢」など計 6 曲を披露。訪れた方々は
美しい音色に聞き入っていました。
　また、浦さんのピアノ演奏にあわせて野尻さんが歌声を披露したほか、最
後に安藤代表がクラリネットで加わり、華麗な演奏が会場に響き渡りました。

美しい音色が会場包む

樺細工で生まれ変わった
奇跡のピアノコンサート

伊
藤
伸
さ
ん
が
弾
く
ピ
ア
ノ
の
美
し
い
音

色
が
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
10
月
20
日
、
桧
木
内
川
河
川
公
園
で
、
こ
ど
も
園
の
園
児

た
ち
を
対
象
に
建
設
重
機
体
験
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
建
設
業
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成
に
向
け
た
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
秋
田
県
仙
北
地
域
振
興
局
と
一
般

社
団
法
人
秋
田
県
仙
北
建
設
業
協
会
建
友
会
、
同
協
会
女
性

部
の
共
催
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、に
こ
に
こ
こ
ど
も
園
、ひ
の
き
な
い
こ
ど
も
園
、

な
か
せ
ん
ワ
イ
ワ
イ
ら
ん
ど
（
大
仙
市
）
の
年
長
組
の
園
児

た
ち
あ
わ
せ
て
42
人
が
参
加
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
た
園

児
た
ち
は
、
高
所
作
業
車
に
乗
っ
て
み
た
り
、
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー

ダ
ー
や
バ
ッ
ク
ホ
ウ
な
ど
に
乗
車
し
、
実
際
に
レ
バ
ー
な
ど

を
操
作
し
て
動
か
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ユ
ニ
ッ
ク
車
で

重
い
荷
物
が
吊
り
上
げ
ら
れ
る
と
園
児
た
ち
か
ら
は
歓
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ひ
の
き
な
い
こ
ど
も
園
の
柏
谷
怜
音
く
ん
は
「
高
所
作
業

車
は
高
く
て
怖
か
っ
た
け
ど
、楽
し
か
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

建
設
重
機
体
験
学
習
会

園
児
た
ち
が
建
設
重
機
に
ふ
れ
る

大
き
い
建
設
重
機
に
園
児
た
ち
は
楽

し
そ
う
に
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
は
ト
ラ
ッ
ク
対
園
児
た
ち
で
綱

引
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
24
日
、
田
沢
湖
総
合
開
発

セ
ン
タ
ー
で
「
第
26
回
北
浦
・
滴

石
史
談
会
交
歓
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
同
交
歓
会
は
、
北
浦
史

談
会
と
滴
石
史
談
会
（
岩
手
県
雫

石
町
）
が
相
互
の
交
流
を
深
め
、

歴
史
や
文
化
な
ど
を
学
ぶ
た
め
に

２
年
に
一
度
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、
今
回
は
仙
北
市
を
会
場
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
雫
石
町
の
佐
藤
嘉

彦
教
育
長
と
滴
石
史
談
会
の
会
員

な
ど
18
人
が
来
訪
。
戊
辰
戦
争
の

戦
地
と
な
っ
た
生
保
内
口
の
戦
い

に
つ
い
て
、
関
係
す
る
場
所
を
実
際

に
訪
れ
、歴
史
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

戊
辰
戦
争
（
１
８
６
８
年
‐

１
８
６
９
年
）で
は
、久
保
田
藩（
秋

田
藩
）
と
南
部
藩
（
盛
岡
藩
）
が

生
保
内
で
決
戦
。
５
０
０
人
の
兵

士
を
要
す
る
南
部
藩
は
、
国
見
峠

を
越
え
、
本
道
（
秋
田
街
道
）
を

進
む
隊
と
標
高
千
メ
ー
ト
ル
級
の

険
し
い
間
道
（
脇
道
）
を
進
む
隊

の
二
手
に
分
か
れ
て
侵
攻
。
間
道

を
進
ん
だ
隊
の
一
隊
が
武
蔵
野
を

駆
け
進
み
八
幡
堂
林
（
現
生
保
内

神
社
）
を
占
領
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
久
保
田
藩
は
八
幡
堂
林
を
奪

還
、
一
進
一
退
の
攻
防
が
続
い
た

も
の
の
、
久
保
田
藩
の
勝
利
で
終

第
26
回 

北
浦
・
滴
石
史
談
会
交
歓
会

山
越
え
し
た
南
部
藩
に
驚
き

わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
交
歓
会
で
は
、
観
光
情
報
セ
ン

タ
ー
フ
ォ
レ
イ
ク
に
展
示
さ
れ
て

い
る
田
沢
湖
周
辺
の
模
型
を
使
用

し
て
北
浦
史
談
会
の
説
明
に
よ
り

南
部
藩
の
侵
攻
の
足
跡
を
辿
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
最
初
の
戦
場
地

と
な
っ
た
八
幡
堂
林
に
場
所
を
移

し
、
侵
攻
し
て
き
た
山
並
み
を
見

な
が
ら
当
時
の
説
明
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
最
後
に
、
南
部
藩
の
兵
士

が
陣
地
を
設
け
た
と
さ
れ
る
柳
沢

を
実
際
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
両
史
談
会
は
、
交
歓
会
を
通
じ

て
戊
辰
戦
争
の
歴
史
を
共
有
し
、

相
互
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

生
保
内
口
の
戦
い
の
最
初
の
戦
場
地
と
な
っ

た
八
幡
堂
林
（
現
在
の
生
保
内
神
社
）。

　
10
月
30
日
に
仙
北
市
民
会
館
で
仙

北
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ド
ロ
ー
ン

フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
８
年
か
ら
始

ま
り
、今
回
で
５
回
目
を
迎
え
ま
す
。

日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
各
国
か

ら
多
く
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
毎
年

素
晴
ら
し
い
映
像
に
出
会
う
こ
と
が

で
き
る
映
像
祭
へ
と
発
展
し
て
き
ま

し
た
。

　
今
年
は
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
部
門
、
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
部
門
、
観
光
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
部
門
の
３
部
門
に
合
計

１
４
０
の
作
品
が
応
募
さ
れ
、
注
目

度
の
高
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
な
り

ま
し
た
。

　
各
部
門
の
審
査
は
、
映
像
作
家
で

あ
る
イ
ノ
マ
タ
ト
シ
さ
ん
を
審
査
員

長
と
し
、
秋
田
公
立
美
術
大
学
教
授

の
飯
倉
宏
治
さ
ん
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放

送
局
コ
ン
テ
ン
ツ
セ
ン
タ
ー
長
の
長

野
大
介
さ
ん
、劇
団
わ
ら
び
座
脚
本・

演
出
家
の
栗
城
宏
さ
ん
な
ど
で
構
成

さ
れ
た
６
人
の
審
査
員
に
よ
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
ド
ロ
ー
ン
な
ら
で
は
の

映
像
を
取
り
入
れ
た
素
晴
ら
し
い
作

品
群
に
審
査
は
難
航
し
ま
し
た
が
、

下
記
の
と
お
り
受
賞
作
品
が
決
ま
り

ま
し
た
。

仙
北
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ド
ロ
ー
ン
フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

今
回
で
５
回
目
、
世
界
各
国
か
ら
作
品
が
集
ま
る

国
際
空
撮
映
像
コ
ン
テ
ス
ト

－受賞作品 （作品名） －

▶グランプリ／ Killing Me Saltly

▶ネイチャー部門 優秀賞／�守りたい秋田の里地里山 50 秋田県大

仙市大沢郷宿椒沢 （はつかみざわ） 地

域 「秋の日」

▶クリエイティブ部門 優秀賞／ North East Passion

▶観光プロモーション部門 優秀賞／小田原城

▶仙北市長賞／ beautiful tohoku 1 ヶ月しか見れない水没林

▶新人賞／ Winter in Fukushima -Cinematic Japan-

▶審査員特別賞／� “地域を味わう” 小旅行！

　　　　　　　　　　　　～豊岡市日高町神鍋高原～

受賞作品はこちらから
ご覧いただけます。

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
加
藤
真
樹
さ
ん
。

& オーディエンス賞

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－
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こ
の
た
び
、
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式

会
社
よ
り
、
仙
北
市
が
「
第
２
期
自
ら
が
拓
く
ま
ち
づ

く
り
計
画
」
に
も
と
づ
き
取
り
組
ん
で
い
る
「
新
た
な
地

域
社
会
の
形
成
事
業
」
に
対
し
て
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
を
活
用
し
た
寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
11
月
２
日
に
は
、
同
社
の
阪
口
達
彦
秋
田
支
店
長
か

ら
田
口
市
長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
阪
口
秋
田

支
店
長
は
「
県
内
有
数
の
観
光
地
で
あ
る
仙
北
市
の
地

域
発
展
に
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
同
社
と
は
令
和
２
年
11
月
13
日
に
地
方
創
生
に
関
す

る
連
携
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
Ｗ
Ｅ
Ｂ
視
聴

セ
ミ
ナ
ー
や
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
・
安
全
運
転
推
進
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
、
避
難
所
設
営
・
運
営
診
断
サ
ー
ビ
ス
チ
ェ
ッ
ク

な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
ア
プ
リ
上
で
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
営
業
可
能

場
所
と
営
業
希
望
者
を

マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
ア
プ
リ
の
活

用
し
た
市
役
所
敷
地
内

で
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
営

業
の
実
施
や
、
運
転
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
機
能
付

き
運
転
適
性
診
断
機
器

の
市
へ
の
貸
し
出
し
な

ど
で
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
保
㈱
か
ら

阪
口
支
店
長（
左
）か
ら
田
口
市
長（
右
）

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
18
日
、
大

曲
支
援
学
校
せ
ん

ぼ
く
校
高
等
部
の

皆
さ
ん
13
人
が
内

陸
線
駅
舎
の
清
掃

活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
活
動
は
、

せ
ん
ぼ
く
校
が
開

校
し
て
か
ら
、
地

域
の
方
や
観
光
で

訪
れ
る
皆
さ
ん
に

気
持
ち
よ
く
駅
を

利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
、
春
と

秋
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
せ
ん
ぼ

く
校
だ
け
の
取
り
組
み
と
し
て
い
た
活
動
に
、
地

域
の
方
々
と
つ
な
が
り
を
も
つ
機
会
と
し
て
、
今

回
か
ら
賛
同
い
た
だ
け
る
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
呼

び
か
け
て
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
角
館
駅
か
ら
内
陸
線
に
乗
車
し
た
13

人
が
西
明
寺
駅
で
6
人
、
八
津
駅
で
7
人
が
下
車

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
駅
で
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

西
明
寺
駅
で
は
、
普
段
か
ら
管
理
し
て
い
る
田
村

ア
ヤ
子
さ
ん
も
参
加
。
田
村
さ
ん
は
「
一
人
で
は

で
き
る
こ
と
が
限
ら
れ
、
あ
り
が
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
管
理
す
る
う
え
で
、
夏
の
除

草
と
冬
の
除
雪
に
苦
労
し
て
い
る
こ
と
や
大
変
な

こ
と
を
話
し
て
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

秋
田
内
陸
線
駅
舎
清
掃
で

地
域
貢
献

大
曲
支
援
学
校
せ
ん
ぼ
く
校
高
等
部

ホ
ー
ム
や
待
合
室
の
ほ
か
、
駐
車
場
も

清
掃
し
ま
し
た
。

　
８
月
８
日
、
９
日
に
愛
知
県
体
育
館
で
開
催
さ
れ

た
第
19
回
全
国
中
学
生
弓
道
大
会
に
、
角
館
中
学
校

の
田
口
健
成
さ
ん
（
３
年
）、
細
川
瑛
太
さ
ん
（
３

年)

、藤
澤
遥
陽
さ
ん
（
２
年
）、草
彅
史
さ
ん
（
２
年
）

の
４
人
が
出
場
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
予
選
敗
退

と
な
り
ま
し
た
が
、
全
国
大
会
と
い
う
緊
張
感
の
あ

る
中
で
４
人
は
健
闘
し
ま
し
た
。

　
９
月
10
日
、
11
日
に
栃
木
県
で
開
催
さ
れ
た
第
77

回
国
民
体
育
大
会
（
と
ち
ぎ
国
体
）
弓
道
競
技
会
に

は
、
秋
田
県
内
の
国
体
強
化
指
定
選
手
選
考
練
成
会

で
の
選
考
、
第
49
回
東
北
総
合
体
育
大
会
（
ミ
ニ
国

体
）
を
第
３
位
入
賞
で
勝
ち
進
ん
だ
秋
田
県
成
年
女

子
チ
ー
ム
が
出
場
。
同
チ
ー
ム
に
は
、
角
館
大
弓
会

か
ら
齊
藤
千
明
さ
ん
が
監
督
、
齊
藤
美
喜
子
さ
ん
が

コ
ー
チ
、
田
口
朱
実
さ
ん
と
佐
川
和
花
さ
ん
が
選
手

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
惜
し
く
も
予
選
敗
退
と
な

り
ま
し
た
が
、
日
頃
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た

同
チ
ー
ム
は
、
来
年
以
降
に
つ
な
が
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
第
68
回
秋
田
県

勤
労
者
弓
道
大
会
で
は
、
仙
北
市
役
所
が
事
業
所
と

し
て
出
場
し
、
団
体
戦
に
藤
田
純
葵
さ
ん
、
小
田
野

直
光
さ
ん
、
阿
部
晃
之
さ
ん
の
３
人
、
個
人
戦
に
雲

雀
大
亮
さ
ん
、
柴
田
文
さ
ん
が
出
場
し
ま
し
た
。
団

体
戦
で
は
、
見
事
に
優
勝
を
勝
ち
取
り
、
来
年
６
月

に
開
催
さ
れ
る
全
国
勤
労
者
弓
道
大
会
へ
の
出
場
権

を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て
、
阿
部
さ
ん
が
個

人
優
勝
、
藤
田
選
手
が
準
優
勝
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
角
館
大
弓
会
で
は
、
角
館
武
道
館
弓
道
場
で
毎
週

月
・
水
・
金
の
19
時
～
21
時
ま
で
稽
古
を
行
っ
て
い

ま
す
。
見
学
は
自
由
で
す
の
で
、
弓
道
に
関
心
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

国民体育大会に出場した秋田県成年女子チーム。

角
館
大
弓
会
が
全
国
大
会
な
ど
で
大
躍
進

全国中学生弓道大会に出場した（左から）草彅
史さん、細川瑛太さん、田口健成さん、藤澤遥
陽さん。

秋田県勤労者弓道大会で団体優勝した仙北市役
所の（左から）藤田純葵さん、小田野直光さん、
阿部晃之さん。

　10 月６日から 10 日にかけて、５年に１度の和
牛品評会「全国和牛能力共進会（全共）」が鹿児島
県で開催されました。
　和牛の改良の成果を競い合う全共。JA 秋田おば
こ管内からは田口とみ子さんと相馬勲さんが出品
した２頭を含む４頭が秋田県代表として出品され、
一等四席になりました。
　また、全共にこれまで３回以上出品した田口春
美さん、相馬勲さん、伊藤則夫さんが全国和牛登
録協会より功労者表彰を受賞しました。

右
か
ら
相
馬
勲
さ
ん
、
田
口
と
み
子
さ
ん
、

田
口
春
美
さ
ん
、
伊
藤
則
夫
さ
ん
の
奥
様

の
伊
藤
瞳
さ
ん
。

田口春美さん・相馬勲さん・
伊藤則夫さんが功労者表彰を受賞

第 12 回全国和牛能力共進会

田
口
と
み
子
さ
ん
が
出
品
し
た

は
る
に
し
き
４
６
４
号
。

相
馬
勲
さ
ん
が
出
品
し
た
こ
ま

く
さ
１
０
３
号
。

　
10
月
15
日
、
令

和
４
年
度
全
国
小

学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会
秋
田
県
予

選
会
兼
東
北
選
抜

春
季
大
会
秋
田
県

予
選
会
が
大
館
市

高
館
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
で
開
催
さ

れ
、澤
山
心
咲（
仙

北
市
ジ
ュ
ニ
ア
）・

加
藤
千
尋
（
仙
北

ス
ポ
少
）
ペ
ア
が

小
学
校
５
年
女
子

の
部
で
第
３
位
に

入
り
ま
し
た
。

　
23
ペ
ア
が
出
場

し
た
同
部
で
澤

山
・
加
藤
ペ
ア
は
、
予
選
リ
ー
グ
を

順
当
に
突
破
。
惜
し
く
も
準
決
勝
で

敗
れ
は
し
た
も
の
の
、
３
位
と
な
り
、

来
年
３
月
に
宮
城
県
仙
台
市
で
開
催

さ
れ
る
東
北
選
抜
春
季
大
会
の
出
場

権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

澤
山
心
咲
さ
ん
（
右
・
西
明
寺
小
5
年
）
と
加
藤

千
尋
さ
ん
（
左
・
太
田
東
小
５
年
）
ペ
ア
。

澤山・加藤ペアが第 3 位に

令和 4 年度全国小学生ソフトテニス大会
秋田県予選会兼東北選抜春季大会秋田県予選会

　
10
月
22
日
、
思
い
出
の
潟
分
校
を

会
場
に「
台
湾
に
行
き
た
く
な
る
！
」

が
開
催
さ
れ
、
会
場
で
は
台
湾
の
味

や
写
真
の
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
、
台
湾

の
魅
力
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
田
沢
湖
と
台
湾
の
澄
清

湖
が
姉
妹
湖
提
携
35
周
年
に
な
る
こ

と
か
ら
、
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て

仙
北
市
国
際
交
流
協
会
が
主
催
し
た

も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
角
煮
バ
ー
ガ
ー
や
台
湾

カ
ス
テ
ラ
な
ど
の
台
湾
に
ち
な
ん
だ

商
品
が
販
売
さ
れ
、
会
場
を
訪
れ
た

お
客
さ
ま
は
目
当
て
の
品
物
を
購
入

し
、
売
り
切
れ
の
品
物
が
続
出
。
台

湾
の
お
茶
を
振
る
舞
う
お
茶
会
で

は
、
事
前
に
申
し
込
み
の
あ
っ
た
10

人
が
、
壺
中
天 

高
橋
司
さ
ん
を
講

師
に
４
種
類
の
お
茶
の
淹
れ
方
を

教
わ
り
な
が
ら
お
茶
を
楽
し
み
ま
し

た
。
ま
た
、
会
場
で
台
湾
図
書
の
展

示
を
し
て
お
り
、
市
民
に
台
湾
の
文

化
に
ふ
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
台
湾
人
の
父
と
日
本

人
の
母
と
の
間
に
生
ま
れ
、
幼
少
期

を
台
湾
で
過
ご
し
た
一
青
妙
さ
ん
が

「
仙
北
市
と
台
湾
を
つ
な
ぐ
二
つ
の

鍵 

高
雄
澄
清
湖
と
台
北
北
投
温
泉
」

を
演
題
に
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
青
さ
ん
は
、
作
家
、
女
優
、
歯
科

医
と
し
て
活
躍
し
、
台
湾
台
南
市
の

「
台
湾
に
行
き
た
く
な
る
！
」イ
ベ
ン
ト
開
催

田
沢
湖
×
台
湾
澄
清
湖
姉
妹
湖
提
携
35
周
年
記
念
事
業

親
善
大
使
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
講
演
で
は
「
台
湾
と
二
つ
の
提
携

が
あ
る
自
治
体
は
私
が
知
る
限
り
、

ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
の
こ
と
を
も
っ

と
Ｐ
Ｒ
し
て
、
お
互
い
に
こ
の
提
携

を
も
っ
と
利
用
し
て
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ

プ
す
る
形
に
な
る
と
い
い
。
東
京
や

関
西
に
比
べ
、
台
湾
人
が
東
北
を
訪

れ
る
数
が
少
な
い
。
逆
に
、
台
湾
人

が
行
っ
て
み
た
い
、
興
味
を
持
っ
て

い
る
の
が
東
北
と
答
え
る
の
が
１
位

と
な
っ
て
い
る
。
市
民
の
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
が
観
光
大
使
と
し
て
、

も
っ
と
も
っ
と
こ
の
仙
北
市
の
よ
さ

を
ア
ピ
ー
ル
し
、
絆
を
よ
り
太
く
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
記
念
事
業
は
、
11
月
末
ま
で
続
い

て
お
り
、
11
月
２
日
～
30
日
ま
で
田

沢
湖
ク
ニ
マ
ス
未
来
館
で
澄
清
湖
写

真
展
、
11
月
23
日
に
仙
北
市
民
会
館

で
映
画
上
映
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

講
演
を
行
っ
た
一
青
妙
さ
ん
。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－
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初
め
ま
し
て
。
５
月
に
着
任
し
た
、
岩
見

谷
慎
太
郎
で
す
。
出
身
は
横
手
市
で
、
18
歳

か
ら
東
京
を
拠
点
と
し
て
活
動
し
、
15
年
間

ほ
ど
Ｄ
Ｊ
と
し
て
世
界
を
周
っ
て
活
動
し
て

い
ま
し
た
。

　
Ｄ
Ｊ
は
体
験
を
創
る
こ
と
が
仕
事
で
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡

大
が
色
々
な
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な

り
、
自
分
に
し
か
で
き
な
い
一
生
に
一
度
、

強
烈
な
思
い
出
に
残
る
音
楽
体
験
を
創
っ
て

み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
約
20
年
ぶ
り
に
訪
れ
た
田
沢

湖
の
大
自
然
に
大
き
な
衝
撃
を
も
ら
い
ま
し

た
。
東
京
へ
戻
っ
て
か
ら
も
田
沢
湖
の
大
自

然
の
ス
ケ
ー
ル
の
凄
さ
や
、
澄
ん
だ
空
気
、

水
の
綺
麗
さ
、
人
の
温
か
さ
が
体
感
と
し
て

自
分
の
中
に
残
り
ま
し
た
。

　
田
沢
湖
で
な
ら
心
に
残
る
音
楽
体
験
を

創
る
こ
と
が
で
き
る
と
確

信
し
、
仙
北
市
を
度
々
訪

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

で
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
物

足
り
ず
、
も
っ
と
仙
北
市

の
こ
と
を
知
り
た
く
な
り
、

移
住
を
考
え
て
い
た
所
、

自
治
体
の
方
か
ら
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
募
集
を
紹
介
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
自
分
に
何
か
で
き
る
こ

と
が
あ
れ
ば
と
思
い
、応
募
し
ま
し
た
。

　
着
任
し
て
か
ら
今
ま
で
の
半
年
間

は
驚
き
の
連
続
で
し
た
。
中
で
も
一
番

衝
撃
的
だ
っ
た
の
が
街
の
「
空
気
感
」

で
す
。
仙
北
市
民
の
皆
さ
ん
は
生
活

に
お
い
て
、
無
意
識
に
隔
た
り
の
な
い

愛
、
助
け
あ
い
、
偏
見
な
く
受
け
入

れ
る
心
、
信
頼
、
心
の
余
裕
を
持
っ
て
生

活
し
て
い
ま
す
。

　
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
は
、
相
手
の
こ
と

を
考
え
、個
々
に
意
識
す
る
も
の
で
は
な
く
、

「
空
気
」
と
し
て
街
に
根
付
い
て
い
る
と
気

づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
愛
に
溢
れ
た
「
空

気
」
の
中
で
暮
ら
す
こ
と
で
、
自
分
も
い
つ

か
無
意
識
に
温
か
く
人
に
接
す
る
こ
と
が
で

き
る
様
に
な
り
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
仙
北
市
に
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
大
自

然
が
沢
山
あ
り
、
常
に
視
界
に
入
り
、
季
節

と
と
も
に
変
化
し
、
柔
ら
か
く
心
を
開
放
し

て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
を
更
な
る
大
き
な
音
楽

体
験
に
繋
げ
る
に
は
、
そ
こ
に
住
む
人
が
生

む
美
し
い
街
の
「
空
気
」
が
必
要
不
可
欠
だ

と
学
び
ま
し
た
。

　
着
任
に
至
る
ま
で
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た

多
く
の
方
々
に
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
自
分
の
経
験
を
フ

ル
に
活
か
し
、
色
々
な
こ

と
を
企
画
中
で
す
。
仙
北

市
、秋
田
、東
北
、そ
し
て
、

日
本
の
よ
さ
を
世
界
に
伝

え
る
た
め
に
頑
張
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

仙北市仙北市地域おこし
地域おこし協力隊コラム

協力隊コラム

岩見谷 慎太郎
無意識になる

八
幡
平
ド
ラ
ゴ
ン
ア
イ
で
。

生
保
内
中
学
校
で
の

Ｄ
Ｊ
講
話

教育委員会 学校教育課内  北浦教育文化研究所 ☎43-3387KITAURA

心
豊
か
な
教
育
文
化
の
ま
ち

《
仙
北
市
教
育
委
員
会
だ
よ
り
》
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業

　
9
月
26
日
、
10
月
14
日
の
両
日
、
西
明
寺
小
学

校
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
提
示
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
10
月
14
日
は
秋
田
大
学
の
教
授
な
ど
も
訪

問
し
、
子
ど
も
た
ち
や
授
業
の
様
子
を
参
観
し
ま

し
た
。

　
現
代
社
会
は
情
報
化
が
急
激
に
進
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
、
学
校
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

て
生
き
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
子
ど
も
を
育
て
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
代
の
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
、「
タ
ブ
レ
ッ
ト
」
は
「
ノ
ー
ト
」

や
「
鉛
筆
」
と
同
様
の
「
文
房
具
」
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　
授
業
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
自
分
の
意

見
を
交
換
し
合
い
ま
し
た
。
以
前
で
あ
れ
ば
「
言

葉
に
よ
る
説
明
だ
け
の
意
見
交
換
」「
模
造
紙
を

使
っ
て
の
意
見
交
換
」
が
主
流
で
し
た
が
、
現
在

は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
意
見
交
換
に
取
っ
て
代
わ

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
⑴
資
料
が
作
成
し
や
す
い
、
⑵
資
料
を
瞬

時
に
共
有
で
き
る
、
⑶
意
見
交
換
が
盛
り
上
が
る

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
授
業
で

も
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
が
充
分
に
生
か
さ
れ
、
子
ど

も
た
ち
の
話
合
い
が
活
性
化
し
て
い
ま
し
た
。

　
仙
北
市
で
は
今
回
の
授
業
提
示
の
成
果
を
各
校

で
共
有
し
、
さ
ら
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
に
努
め
ま

す
。
新
時
代
を
切
り
拓
く
資
質
・
能
力
を
育
成
す

る
、
新
時
代
の
学
校
と
す
る
べ
く
、
研
鑽
に
励
ん

で
い
き
ま
す
。

先
生
方
の
声

　
子
ど
も
に
し
て
み
る
と
音
声
の
み
の
発
表
に
比

べ
て
得
ら
れ
る
情
報
が
多
く
、
分
か
り
や
す
か
っ

た
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
パ
ソ

コ
ン
を
扱
う
ス
キ
ル
も
育
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。
あ
あ
い
う
子
ど
も
た
ち
が
中
学
校
に
あ
が
っ

て
き
た
と
き
に
、
ど
ん
な
授
業
を
行
う
べ
き
な
の

か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
授
業
で
し
た
。

　
話
合
い
が
活
発
で
、
子
ど
も
た
ち
が
育
っ
て
い

る
と
感
じ
ま
し
た
。「
話
す
」
を
超
え
て
、「
語
る
」

「
伝
え
る
」
意
識
が
あ
る
の
は
、
普
段
の
積
み
重

ね
の
成
果
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

大
学
関
係
者
か
ら

　
子
ど
も
た
ち
が
美
し
く
、
健
や
か
に
育
ち
、
輝
い

て
い
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
り
、
全
体
の
場
面
で
も
、

個
別
の
場
面
で
も
学
び
が
充
実
し
て
い
た
。

　
「
話
合
い
に
よ
る
考
え
の
共
有
、
深
化
」
と
い
う

市
の
方
針
が
体
現
さ
れ
た
授
業
だ
っ
た
。

児
童
の
声

伊
藤
悠
真
さ
ん

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
表
し
た
自
分
の
考
え
が
、
グ
ル
ー

プ
の
モ
ニ
タ
ー
に
共
有
さ
れ
、
す
ぐ
に
自
分
の
考
え

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
説
明
だ
け
で
は
伝

わ
り
に
く
い
こ
と
も
伝
わ
り
や
す
く
感
じ
ま
し
た
。

伊
藤
咲
羽
さ
ん

　
当
日
は
自
宅
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
ま
し
た

が
、
グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち
と
の
共
有
画
面
を
指
し
示

し
な
が
ら
、
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
画
面

越
し
で
も
相
手
が
何
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か

よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

タブレットを使って意見交換する様子。

ド
ロ
ー
ン
の
利
活
用

　
仙
北
市
は
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
に

「
国
家
戦
略
特
区
」
に
認
定
さ
れ
、
Ｉ
Ｔ
を

活
用
し
た
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
10
月
4
日
、
角
館
中
学
校
で
「
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
ド
ロ
ー
ン
を
操
作
し
よ

う
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
技
術
・
家
庭
科
の
授

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
題
材
の
主
な
目
標
は
、
生
活
や
社
会
の
中

か
ら
見
い
だ
し
た
問
題
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

に
よ
っ
て
解
決
す
る
活
動
を
通
し
て
、
課
題

を
設
定
し
て
解
決
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
や
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
制
作
お
よ
び
動
作
の

確
認
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
す
。
本

時
は
ド
ロ
ー
ン
の
操
作
を
体
験
す
る
時
間
で

し
た
。
操
作
と
い
っ
て
も
、
ラ
ジ
コ
ン
の
よ

う
に
手
元
で

操
作
す
る
の

で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
ド

ロ
ー
ン
に
行

わ
せ
た
い
動

き
を
プ
ロ
グ

ラ
ム
し
て
動

か
す
の
で
す
。
班
に
1
台
の
ド
ロ
ー
ン
が
割

り
当
て
ら
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
行
い

ま
し
た
。
思
っ
た
通
り
に
動
い
た
時
に
は
、

「
や
っ
た
」と
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
思
っ

た
通
り
に
い
か
な
か
っ
た
時
に
は
、「
な
ぜ

だ
ろ
う
」
と
思
考
し
て
や
り
直
す
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
Ａ
Ｉ
の
力
と
そ
の
活
用
の
仕
方

に
つ
い
て
、
考
え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た

1
時
間
で
し
た
。

藤
澤
遥
陽
さ
ん

　
実
際
に
ド
ロ
ー
ン
を
操
作
す
る
こ
と
は
今

回
の
技
術
の
授
業
が
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、

と
て
も
新
鮮
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。
自
分
た

ち
の
グ
ル
ー
プ
で
は
ド
ロ
ー
ン
の
充
電
が
少

な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
途
中
で
終
わ
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
難
易
度
が
高
い
操
作
に
も

挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
楽
し
か
っ
た

で
す
。

堀
井
小
夏
さ
ん

　
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
で
は
、
グ

ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
と
協
力
し
て
、
ド
ロ
ー

ン
を
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
難
し

い
課
題
の
時
は
、
相
談
し
て
解
決
方
法
を
考

え
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
成
功
し
て

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
今
回
の
学
習
を
日
常
生

活
で
も
生
か
せ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

プログラミングで飛行するドローン。

ＩＣＴを活用して発表する様子。

にしき園だより
問  にしき園　☎47-3211

　にしき園は、高齢や病気で身体機能の衰えた方に日常的な医療やリハ　にしき園は、高齢や病気で身体機能の衰えた方に日常的な医療やリハ
ビリなどを行い、生活機能の維持向上・在宅復帰をめざす施設ですビリなどを行い、生活機能の維持向上・在宅復帰をめざす施設です

【利用者の状況】
  9月末 90人

10月入所    2人
10月退所    3人

10月末 89人
平均要介護度  2.82

－　第30号　－

感染症予防のため、しばらくの間、ご面会はガラス越しで対応させていただいております。感染症予防のため、しばらくの間、ご面会はガラス越しで対応させていただいております。

その際、ハンディインターホンを使用しての会話が可能となりましたのでご利用ください。その際、ハンディインターホンを使用しての会話が可能となりましたのでご利用ください。

介護職員を募集しています。介護職員を募集しています。
お気軽にお電話ください。お気軽にお電話ください。

～　にしき園ってどんな施設？　（看護部編）　～
　今回は「にしき園ってどんな施設だろう？老人保健施設ってどういう施
設？」という日常の何気ない「？」のお話をします。
　にしき園は「介護老人保健施設」です。介護老人保健施設とは、介護を必
要とする高齢者の自立を支援し、家庭への復帰を目指すために医師による医
学的管理のもと、看護、介護といったケアに加え、理学療法士、作業療法士
によるリハビリテーションや栄養管理された食事や入浴などの日常サービス
まで併せて提供する施設で、以前は「中間施設」といわれていました。
　実際は退所して家庭復帰できる方はそう多くはありません。社会的要因
として、利用者の高齢化、核家族化、老人世帯の増加、介護度の重度化な
どが考えられます。厳しい状況下ですが、当施設ではスタッフ一丸となっ
て利用者さまの家庭復帰を目標に、身体機能の維持・増進に努めながら自
立支援のお手伝いをさせていただいています。
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市 information
役所からのお知らせ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147

　

新
た
に
市
内
事
業
所
な
ど
へ
就
職
し
た
方

に
対
し
て
、
応
援
金
を
交
付
す
る「
仙
北
市
ふ

る
さ
と
就
職
応
援
金
」の
令
和
４
年
度
分
の
申

請
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

申
請
は
、
就
職
後
6
か
月
経
過
し
た
日
か

ら
3
か
月
以
内
に
申
請
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

●�

対
象
者
／
市
内
に
居
住
し
、
高
校
・
大
学
・

専
門
学
校
な
ど
を
卒
業
し
、
1
年
以
内
に

市
内
事
業
所
な
ど
に
正
社
員
と
し
て
就
職

し
た
30
歳
未
満
の
方

●�

対
象
事
業
所
／
中
小
企
業
、
小
規
模
企
業
、

社
会
福
祉
・
医
療
法
人
、
個
人
事
業
所（
た

だ
し
、
農
林
漁
業
を
除
く
）

●�

応
援
金
／
5
万
円

●�

そ
の
他
／
詳
細
や
申
請
書
な
ど
の
様
式
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://w

w
w

.city.
sem

boku.akita.jp/new
s_topics/

w
hatsnew

.php?id=2314

）に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】商
工
課（
角
館
庁
舎
）

 
☎（
43
）３
３
５
１

仙
北
市
ふ
る
さ
と
就
職

応
援
金
の
お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請

サ
ポ
ー
ト
窓
口
の
設
置
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】市
民
生
活
課 

市
民
係（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
０
７

　
市
内
で
新
た
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
窓
口
を
設
置
し
ま

し
た
。
ま
だ
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ

も
申
請
す
る
ご
本
人
が
窓
口
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※�

混
雑
の
具
合
に
よ
り
、
待
ち
時
間
が
発
生

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
い
た
だ
き
、
時
間
に
余
裕
を

も
っ
て
の
ご
来
場
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

市
役
所
3
庁
舎（
田
沢
湖
・
西
木
・
角

館
） 

　

写
真
撮
影
か
ら
申
請
完
了
ま
で
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す（
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
お

よ
び
郵
送
申
請
い
ず
れ
も
可
能
）。

●�

サ
ポ
ー
ト
期
限
／
令
和
5
年
3
月
31

日
㈮
ま
で

※�

土
・
日
曜
日
・
祝
日
・
12
月
29
日
㈭
～
1
月

3
日
㈫
を
除
く
。

●�

サ
ポ
ー
ト
時
間
／
各
庁
舎
9
時
～
16

時
●�

持
ち
物
／
▼
交
付
申
請
書（J-LIS

（
注

1
）か
ら
送
付
さ
れ
た
二
次
元
コ
ー

ド
つ
き
の
も
の
） 

▼
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン（
お
持
ち
の
方
）

 

市
内
の
全
郵
便
局（
10
局
） 

　
写
真
撮
影
か
ら
郵
送
申
請
書
の
完
成

ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す（
郵
送
申
請
の

み
可
能
）。

●�

サ
ポ
ー
ト
期
限
／
令
和
5
年
3
月
31

日
㈮
ま
で

※�

土
・
日
曜
日
・
祝
日
・
12
月
29
日
㈭
～
1
月

3
日
㈫
を
除
く
。

●�

サ
ポ
ー
ト
時
間
／
各
郵
便
局
9
時
～

16
時

●�

持
ち
物
／
▼
交
付
申
請
書（J-LIS

（
注

1
）か
ら
送
付
さ
れ
た
二
次
元
コ
ー

ド
つ
き
の
も
の
） 

▼
本
人
確
認
書
類

（
注
２
）

※�

交
付
申
請
書
が
な
い
場
合
は
、
市
役
所
市

民
生
活
課
、
西
木
お
よ
び
田
沢
湖
市
民
セ

ン
タ
ー
で
再
発
行
可
能
で
す
。

　
ま
た
、
11
月
中
旬
か
ら
12
月
上
旬
に

か
け
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
用
二
次
元

コ
ー
ド
付
き
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交

付
申
請
書
が
、J-LIS

よ
り
順
次
送
付
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
活
用

く
だ
さ
い
。（
注
3
）（
注
4
）

注�

1 

国
と
地
方
公
共
団
体
が
共
同
で
運

営
す
る「
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
機
構
」

注�

2 

運
転
免
許
証
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド（
顔
写
真
付
の
み
）、パ
ス
ポ
ー

ト
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
在
留
カ
ー

ド
な
ど
、
も
し
く
は
次
の
う
ち
2
点

（
例
…
健
康
保
険
証
、
介
護
保
険
証
、

年
金
手
帳
、
学
生
証
、
医
療
受
給
者

証
な
ど
）。

注�

3 

カ
ー
ド
を
ま
だ
お
持
ち
で
な
い
方

の
う
ち
次
の
よ
う
な
方
に
は
、
交
付

申
請
書
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

①�

75
歳
以
上
の
方
で
、
令
和
２
年
度
ま

た
は
令
和
３
年
度
に
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
申
請
書
が
送
付
さ
れ
て

い
る
方

②�

令
和
4
年
1
月
1
日
以
降
に
出
生
ま

た
は
国
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方

③�

在
留
期
間
の
定
め
の
あ
る
外
国
人
住

民
の
方

④�

配
偶
者
か
ら
の
暴
力（
Ｄ
Ｖ
）、ス
ト
ー

カ
ー
行
為
な
ど
、
児
童
虐
待
お
よ
び

こ
れ
ら
に
準
ず
る
行
為
の
被
害
者
と

し
て
、
住
民
票
の
住
所
と
異
な
る
居

所
情
報
を
登
録
し
て
い
る
方

注�

4 

最
近
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

申
請
・
取
得
し
た
方
に
行
き
違
い
で

届
い
た
場
合
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

そ
の
場
合
、
改
め
て
の
申
請
は
不
要

で
す
。

詳
細
は

こ
ち
ら
か
ら
→

問合せ：仙北市子育て推進課
　　　　☎ 43-2280

新規入園希望
⇒仙北市子育て推進課、田沢
湖・西木市民センター、各出
張所へ
すでに入園している児童
⇒直接園へ
それぞれお申し込みください。
（12月15日まで）

3歳未満の児童
（令和2年4月2日

以降生まれ）

3歳以上の児童
（平成29年4月2日～
令和2年4月1日生まれ）

利用したい園に直接お申し込
みください。（12月15日まで）

入園許可書の通知（令和5年1月頃）
支給認定証の交付（令和 5年2月）

認定こども園
（教育時間利用）

面接・聞き取りなどでの保育必要
度の審査
定員に対する申込状況に応じて利
用調整（令和 5年1月）

・支給認定証
・入所承諾書 の通知（令和5年2月）

認定こども園
（保育時間利用）

認可保育園

認定こども園・保育園認定こども園・保育園

入園案内入園案内
令和令和55年度年度 11/18 金～

12/1 木～12/15 木

▶子育て推進課（角館庁舎）
▶田沢湖・西木市民センター
▶各出張所

申込書類
配布開始

施設利用案内・
申込書配布場所

申込期間

保育料の算出方法
　認定こども園・認可保育園の保育料は、保護者の市区町村民税の課税状況、施設の利用時間、児童
の年齢によって算出されます。　※ 3 歳児～ 5 歳児は無償化となっています。
保育の認定基準
　保育時間利用を希望するためには、保護者が次のいずれかに該当することが必要です。
☑就労 ☑妊娠・出産 ☑保護者の疾病、障がい ☑同居者の介護など ☑災害復旧 ☑求職活動 ☑就学 
☑虐待やＤＶの恐れがある ☑育児休業中にすでに保育を利用している児童がいて継続利用が必要
☑その他、上記に類すると認められる場合　※その他詳細は、配布する施設利用案内をご覧ください。

ご
利
用
前
に
確
認
を
！

施設利用手続きの流れ

施設名 定員

だしのこ園 ☎43-1025田沢湖生保内字武蔵野117-263 108 人

神代こども園 ☎44-2502田沢湖神代字珍重屋敷89-3   87 人

にこにここども園 ☎47-2525西木町門屋字六本杉2-1   80 人

ひのきないこども園 ☎48-2345西木町桧木内字高屋137   32 人

角館こども園 ☎53-2918角館町中菅沢 91-1 168 人

幼稚園と保育園の特徴を
あわせ持った施設です

幼保連携型 認定こども園

教育時間利用
▶入園対象　3歳～就学前の児童。
▶利用時間　月～金8:30～ 15:30
　※土・日曜日、祝日、長期休業、年末年始を除く
　教育時間以外で預かり保育事業も実施します。
保育時間利用
▶入園対象　0歳（産休明け満8週経過後）～　就学前の児童。
▶�利用時間　月～土 7:30～ 18:30までの保育を必要とする時間
　※日曜日、祝日、年末年始を除く

※�すでに入園されている児童へは、在籍している園
より配布します。

施設名 定員

市立白岩小百合保育園 ☎54-1083
角館町白岩上西野93-1　

60人

市立角館西保育園 ☎53-2522
角館町雲然田中437-2　

60人

市立中川保育園 ☎53-2404
角館町川原羽黒堂324-1　

30 人

0 歳（産休明け満 8 週経過後）～就学前の児童

認可保育園

▶�入園対象　0歳（産休明け満8週経過後）～
就学前の児童。
▶�利用時間　月～土 7:30～ 18:30までの保育
を必要とする時間
　※日曜日、祝日、年末年始を除く

〈運営主体〉
社会福祉法人 はなさき仙北

〈運営主体〉仙北市

詳しくは、仙北市ホームページからも
確認できます。

（https://www.city.semboku.akita.jp/
news_topics/whatsnew.php?id=3054）

1010Semboku  City  Public  RelationsSemboku  City  Public  Relations1111 2022-11-162022-11-16広報せんぼく広報せんぼく



information市 役所からのお知らせ ホームページ
https://www.city.semboku.akita.jp/

▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼桧木内出張所　　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

新
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス「
た
っ
こ
ち
ゃ
ん
モ
ビ
」実
証
運
行
中
！

【
問
合
せ
】企
画
政
策
課 

地
方
創
生
・
総
合
戦
略
係（
田
沢
湖
庁
舎
）☎（
43
）３
３
１
５

　
12
月
25
日
㈰
ま
で
、
田
沢
湖
生
保
内
エ
リ
ア
で
新
型

モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス「
た
っ
こ
ち
ゃ
ん
モ
ビ
」が
実
証

運
行
中
で
す
。「
た
っ
こ
ち
ゃ
ん
モ
ビ
」は
、
お
客
さ
ま

か
ら
の
予
約
が
あ
っ
た
際
に
運
行
す
る
乗
合
交
通
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
1
人
1
回
５
０
０
円（
利
用
者
登
録
し
て

Ｗ
ｅ
ｂ
か
ら
予
約
す
る
と
1
人
1
回
３
０
０
円
）で
ご

利
用
で
き
ま
す
。
車
内
で
の
お
支
払
い（
現
金
ま
た
は

二
次
元
コ
ー
ド
）の
ほ
か
、
お
得
な
乗
車
券
も
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
取
っ

て
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
広
報
せ
ん
ぼ
く
11
月
1
日
号
の

6
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●�

た
っ
こ
ち
ゃ
ん
モ
ビ
予
約
方
法
／

▼�

電
話
予
約
：
☎
43ｰ

１
３
３
１（
田
沢
観
光
㈱
）お
名
前
、

乗
車
希
望
時
間
、
乗
車
場
所
、
降
車
場
所
、
乗
車
人

数
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
お
伝
え

す
る
乗
車
予
定
時
刻
を
メ
モ
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

ス
マ
ホ（
Ｗ
ｅ
ｂ
）予
約
：　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
取
り
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　

専
用
ペ
ー
ジ
か
ら
予
約

市 HP

予約は
こちら

仙
北
市
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰

緊
急
支
援
給
付
金
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】社
会
福
祉
課（
角
館
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
５
５

　
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
な
ど
の
価
格
高

騰
に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま
え
、
特
に
家
計

へ
の
影
響
が
大
き
い
低
所
得
世
帯（
令
和

４
年
度
の
市
民
税
均
等
割
が
非
課
税
の
世

帯
お
よ
び
家
計
急
変
世
帯
）に
対
し
、
電

力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急
支

援
給
付
金
と
し
て
、
国
か
ら
1
世
帯
あ
た

り
5
万
円
の
支
給
に
、
市
独
自
事
業
分
と

し
て
1
世
帯
あ
た
り
1
万
円
を
上
乗
せ

し
、
合
計
6
万
円
を
給
付
し
ま
す
。

●�

対
象
者
／
令
和
4
年
9
月
30
日（
基
準

日
）に
お
い
て
仙
北
市
の
住
民
基
本
台

帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
次
に
該

当
す
る
世
帯
の
世
帯
主
。
た
だ
し
、
市

民
税
課
税
者
の
被
扶
養
者
の
み
で
構
成

さ
れ
て
い
る
世
帯
は
対
象
外
と
な
り
ま

す
。

▼�

令
和
4
年
度
分
の
市
民
税
均
等
割
が
非

課
税
で
あ
る
世
帯

▼�

令
和
4
年
1
月
以
降
の
家
計
急
変
世
帯

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
の
み
で
は
な
く
、
予
期
せ
ず
令
和
４

年
1
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
に
家
計
が

急
変
し
、
世
帯
全
員
の
市
民
税
が
非
課

税
で
あ
る
世
帯
と
同
様
の
事
情
に
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
世
帯
）

●�

支
給
額
／
住
民
税
非
課
税
世
帯
・
家
計

急
変
世
帯
と
も
、
1
世
帯
あ
た
り
6
万

円（
内
訳
：
国
５
万
円
、
市
１
万
円
）

●�

申
請
方
法
／

住
民
税
非
課
税
世
帯

▼�

対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
は
、
市
か
ら

確
認
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
同
封
し

て
い
る
返
信
用
封
筒
に
よ
り
郵
送
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い（
窓
口
は
混
み
合
う

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
郵

送
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
）。

家
計
急
変
世
帯

▼�

申
請
日
時
点
で
住
民
登
録
の
あ
る
市
区

町
村
へ
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
書
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、

も
し
く
は
角
館
庁
舎 

社
会
福
祉
課
⑪
番

窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

※�

審
査
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、
振
込
ま
で
20

日
以
上
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
審
査
が

完
了
し
だ
い
、
順
次
振
込
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

●�

申
請
期
限
／
住
民
税
非
課
税
世
帯
、
家

計
急
変
世
帯
と
も
に
、
令
和
5
年
1
月

31
日
㈫
ま
で

●�

そ
の
他
／
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由

に
避
難
し
て
い
る
方
で
、
仙
北
市
に
住

民
票
を
異
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

は
、
所
定
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
仙
北
市
か
ら
給
付
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

社
会
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※�

本
事
業
の
実
施
に
伴
い
、
今
年
度「
仙
北
市

生
活
応
援
灯
油
暖
房
費
助
成
事
業
」は
、
実

施
し
ま
せ
ん
。

▼ ご注意ください！
　本給付金を装った「特殊詐欺」や「個人情報」、「通帳、キャッシュカード」、「暗証番号」
の詐取にご注意ください！ 　

　仙北市職員などが、現金自動預払機（ATM）の操作をお願いすること、コンビニエ
ンスストアでギフトカードの購入を求めること、給付のために手数料の振り込みを求
めることは、絶対にありません。
　少しでも不審な電話や郵便物が届いたら、仙北市消費生活センター（角館庁舎）や
最寄りの警察署にご連絡ください。
▶仙北市消費生活センター ☎43-3313
▶仙北警察署 ☎53-2111

防災無線の情報を電話で確認することができます
▼テレドーム（テレホンサービス）
　☎0180-991555
※ご利用には通話料がかかります（固定電話はダイヤル

通話料、携帯電話は 1分50円くらいの通話料）。

防災無線の情報がメールで届きます
▼安全安心メール（登録制メール）
※事前の登録が必要です。詳しくは仙北市ホー

ムページ（http://anshin.city.semboku.akita.
jp/lists/）からご確認ください。

詳しくは
こちら

登録は
こちら

防災無線
聞き逃し
サービス

�

ご
利
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
い
い
風
呂（
イ
イ
フ
ロ
＝
１
１
２
６
）の
日
で
あ
る

11
月
26
日
㈯
に
、
ご
利
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
ま
す
。

　
11
月
26
日
㈯
に「
た
っ
こ
ち
ゃ
ん
モ
ビ
」を
ご
利
用

の
方
に
、
市
内
名
湯
の
入
浴
剤
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。「
た
っ
こ
ち
ゃ
ん
モ
ビ
」で
お
出
か
け
し
た
後
は
、

お
家
の
お
風
呂
で
疲
れ
を
癒
や
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
11
月
26
日
㈯ 

8
時
30
分
～
18
時

●�

方
法
／
1
人
1
回
の
乗
車
に
つ
き
、1
袋（
1
回
分
）

を
プ
レ
ゼ
ン
ト

●�

数
量
／
30
袋（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

教えて、たっこちゃん！（たっこちゃんモビ FAQ）

私が住んでいる場所が、エリア外なのはなぜですか？

たっこちゃんモビは２か月間の試行です。そのため、ご用意できる車両
数やそのほか技術的な制約で、広範囲でのサービス展開が難しく、初め
は限られたエリアで小さくスタートしています。

たっこちゃんバスとたっこちゃんモビは何が違うのですか？

たっこちゃんバスは、定時運行型バスです。たっこちゃんモビは、予約
があった際に運行する乗り合い交通サービスです。

タクシーとたっこちゃんモビは何が違うのですか？

途中、他のお客さまとの乗り合いが発生することがあります。また、各
お客さまの目的地への最適ルートを AI（人工知能）が導き出すため、自
分の目的地への最短ルートにならない場合があります。

お得に利用する方法はありますか？

Web 予約だと、１人１回 300 円です。また、1 日乗車券 800 円、2 日
乗車券 1,400 円、全期間乗車券 ( 限定販売 )6,000 円とお得な乗車券も
あります。

サービス開始から３週間が経ちました。今さら、全期間乗車券を買って
も遅いですよね？

電話予約だと 12 回以上利用すると、Web 予約でも 20 回以上利用する
と、その都度支払いよりもお得になります。お得な乗車券を利用して、たっ
こちゃんモビをいっぱい利用してください。

12 月 25 日㈰の実証期間終了後、たっこちゃんモビのサービスは継続し
ないのですか？

今回の皆さまのご利用次第です。皆さまのご利用が少ないと、寂しいで
すが、今回でさよならです。逆に、皆さまのご利用が多ければ、今後のサー
ビス継続に希望が持てます。たっこちゃんモビをい～っぱい利用してく
ださい。
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保
健
と
健
康
の
掲
示
板

保
健

と

の

健
康

掲
示
板

仙北市市民公開講座

「第8回市民の医療と健康を考える会」のご案内
　ご自身と大切な人を守るため感染症について
の正しい知識を学びませんか？
　新型コロナウイルス感染症・インフルエンザ
など感染症予防について、分かりやすくお話し
ます。
　参加をご希望の方は、保健課までご連絡くだ
さい。

▶ 日時／ 11 月 23 日㈬㈷ 13:30 ～
▶ 場所／角館樺細工伝承館
　　　　 お車でおいでの方は、桜並木駐車
　　　　 場をご利用ください。
▶ 講演／�「再確認！感染対策の基本」
▶ 講師／�羽後長野駅前内科　　　　　　　

　院長 佐々木重喜 氏
▶ 主催／仙北市医療協議会  申込・問合せ／仙北市保健課　☎ 43-2252  
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シリーズ～第2期けんこう仙北21計画　重点分野　身体活動・運動～

フレイル（虚弱）予防で高齢期を元気に生き生きと !!

栄養
　バランスの
　よい食事

◆こんなことはありませんか？

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク

□ �6か月で体重が
2 ～ 3㎏減った

□ �疲れやすく
なった

□ �筋力（握力）が
低下した

□ �歩くのが遅く
なった

□ �身体活動量が
減った

1 ～ 2項目あてはまる人　⇒　プレフレイル（フレイルの前段階）
3項目以上あてはまる人　⇒　フレイルの疑いあり

社会参加
　趣味、
　サークル活動、
　ボランティア

運動
　ウォーキング、ストレッチなど

大丈夫です！！
早めに気づいて適切に行動するこ
とにより、健康な状態に戻ること
ができます。

◆フレイル（虚弱）とは ･･･
高齢期に病気や加齢などによる影響で、こころや
体が元気な状態から、生活機能が低下し、将来要
介護状態となる可能性がある状態です。

  フレイル予防の 3 つの柱  

けんこう仙北21計画
高齢期の目標：
週2回以上運動している方70％

高齢期の目標 55％

口腔ケア

ここが
ポイント

栄養・運動・社会参加の3つの柱は、互いに影響し
あっています。3つの柱それぞれを日常生活に取り
入れていくことが大切です。   問合せ／仙北市保健課　☎43-2252  

第35号▶11月9日現在

問 仙北市新型コロナウイルスワクチン接種推進室　☎ 43-3305

お 知 せら仙北市新型コロナウイルス仙北市新型コロナウイルス
ワクチン接種推進本部からワクチン接種推進本部から

ワクチン接種の予約はお早めに！

　市内3か所で行っている集団接種については、12月
28日までの日程で進めています。前回接種から 3か
月経過でオミクロン株対応ワクチンの接種が可能とな
ります。接種を希望する方は早めに接種くださるよう
お願いします。
※�12月の接種日程は、広報せんぼく 11月1日号でご確認く

ださい。
　なお、インフルエンザの予防接種と同時接種が可能
です。

～厚生労働省～
Ｑ�　新型コロナウイルスワクチンとそれ以外のワクチン

は、同時に接種することはできますか。
Ａ�　新型コロナウイルスワクチンとインフルエンザワク

チンとの同時接種は可能です。ただし、インフルエン
ザワクチン以外のワクチンは、新型コロナウイルスワ
クチンと同時に接種できません。互いに、片方のワク
チンを受けてから、2週間後に接種できます。
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　電話予約と LINE 予約を二重にした場合は、LINE 予約が優先されますので、あらかじめご了承ください。
　仙北市新型コロナウイルスワクチン接種
コールセンターへお電話ください。

☎0570-038899
（土・日曜日、祝日を除く 9:00 ～ 17:00）

　右記の二次元コードか LINE 
ID より仙北市公式 LINE アカ
ウントを友達登録。LINE 内の
ワクチン接種予約を選択し、案
内のとおり必要事項を入力。 LINE ID ▶▶

＠ city.semboku

電
話

Ｌ
ＩＩ
Ｎ
Ｅ

　　　　予約の方法について 電話予約か LIINE による予約の二通りです !
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無料法律相談
　市では、法律問題でお困りの方が、お気
軽に法律の専門家（＝弁護士）に相談でき
るよう、秋田弁護士会のご協力をいただき、
次のとおり無料法律相談を開催します。

【日時】11月30日水 13:30～
【場所】角館交流センター 第2研修室
【相談員】河村憲史弁護士
【相談内容】 ▼一般法律相談（法律問題全
般のご相談）   ▼サラ金・クレジットなど多
重債務のご相談   ▼中小企業・個人事業
に関するご相談   ▼高齢者・障がい者に
関するご相談   ▼交通事故に関するご相
談   ▼子どもに関するご相談

【申込方法】総務課総務係に電話で予約し
てください。

【予約受付時間】平日9:00～17:00
【相談時間等】1日先着4人。1人30分以内。
（①13:30 ～ 14:00   ②14:05 ～ 14:35  
③14:40～15:10  ④15:15～15:45）

【その他】相談がスムーズに進むよう、あ
らかじめ話の内容をまとめてきてくださ
い。相談に必要と思われる資料がありま
したらお持ちください。

【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

令和4年第11回 お薬相談会
　今、服用している薬のこと、ご家族が
服用している薬のことなどお薬の相談会
を行います。お気軽にご相談ください。

【日時】11月29日火 15:00～16:30
【場所・問合せ】クオール薬局田沢湖店
　☎43-9189

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室

12月開催予定の 在職者訓練
【期日】①テレワーク導入対策講習《12月
1日木 ・2日金 》 
②技能士（建築大工）学科試験準備講習
《12月7日水 ・8日木 》 
③第二種電気工事士技能試験（下期）準備
講習（公表問題の練習）《12月7日水 
～ 9日金 》 

④ JW-CAD 基本操作講習
《12月15日木 ・16日金 》 
⑤デジタル化支援講習
　《12月22日木 ・23日金 》

【時間】9:00～16:00（③は17:00まで）
【場所】大曲技術専門校
【受講資格】現在お勤めしている方
【受講料】無料（テキスト代は別途）
【定員】各10人
【その他】新型コロナウイルス感染症の影
響により、日程変更や中止の場合あり。

【申込・問合せ】大曲技術専門校 民間訓練
支援室  ☎0187-62-6321

他の講習は
こちらから

JIICA 海外協力隊
2022年秋募集
　独立行政法人国際協力機構（JICA）では、
JICA海外協力隊を募集します。

【募集期限】12月12日月  
【その他】申し込みなど詳しくは下記まで
お問い合わせください。

【問合せ】JICA東北  ☎022-223-4772
　HP https://www.jica.go.jp/tohoku/

▼ ▼ ▼Recruitment募　集

年末年始は料理を
おいしく食べきろう !
　県では、食品ロス削減に係わる「食べ
きり」運動を推進しています。家庭で
は、作った料理は早めにおいしく食べき
りましょう。外食時、食べきれる量を注
文し、おいしく食べきりましょう。一人
ひとりがもったいないという気持ちで、
普段から意識して行動しましょう。詳
しくは美のあきたネット (コンテンツ番
号 :63638)をご覧ください。

【問合せ】秋田県生活環境部温暖化対策課
　☎018-860-1560

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

冬期における踏切事故防止の
ご協力と通行止めのお知らせ
　冬期は雪や路面凍結によりスリップし、
踏切上で停止または脱輪してしまうことが
考えられます。踏切前では一旦停止し、左
右の安全を確認してから横断してください。

【通行止め予定】三之丞踏切（田沢湖卒田
字街道南15-3)

【通行止め期間】12月５日月 ～令和5年3
月31日金

【問合せ】JR東日本 秋田支社 大曲保線技
術センター  ☎0187-63-3324

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室

歴史講座「古文書の中の戊辰戦争」
　角館の郷土史上で最も重大な事件は、戊
辰戦争の「玉川攻防戦」が挙げられます。
過日、秋田県公文書館の史料から、大威徳
山南端の山上で信号・砲撃の任についてい
た侍についての新発見がありました。この度、
同館の先生よりお話をしていただくことにな
りました。多数のご来場をお待ちしています。

【日時】12月12日月  14:00（13:30開場）
【場所】角館樺細工伝承館 総合研修室
【講師】畑中康博氏（秋田県公文書館古文
書班 副主幹兼主任学芸主事）

【演題】勝利の喪失－古文書に見る秋田戊
辰戦争－

【入場料】無料（自由席）
【問合せ】北家御日記解読会事務局  黒澤
☎090-7322-6125

まぼろしの
田沢ながいもまつり

【日時】11月26日土 9:00～売り切れ次
第終了

【場所】市立田沢湖病院駐車場
【内容】 ▼田沢ながいもの販売（販売標準
価格800円 /㎏、販売予定数量400本） 

▼当日、8:30より、会場で購入を希望
する方に「購入予約券（お1人様3本ま
で）」を配布します。

【問合せ】仙北市商工会 田沢湖支所
　☎43-0372

▼ ▼ ▼ Eventsイベント▼ ▼ ▼Seminar&Lessonセミナー・教室

消費税のインボイス制度
説明会、登録申請相談会
　大曲税務署では令和5年10月1日か
ら導入される消費税の適格請求書等保存
方式（インボイス制度）についての説明会、
登録申請書の作成をサポートする相談会
を仙北市内３か所で開催します。ぜひお
越しください。

【対象者】個人事業者・法人
【日時・場所】①12月５日 月 13:30～
15:30（13:00開場）・田沢湖総合開発
センター １階大集会室
②12月６日 火 10:00～ 12:00（9:30開
場）・仙北市商工会西木出張所
③12月６日 火  13:30～ 15:30（13:00
開場）・角館交流センター 第一研修室

【定員】①80人  ②30人  ③50人
※予約不要です。

【その他】説明会当日、開催時間の10分前
までに会場へお越しください（定員に
達した場合は入場できないことがあり
ますのであらかじめご了承ください）。

【問合せ】大曲税務署  個人課税第一部門
☎0187-62-2192  または法人課税部
門  ☎0187-62-2473

11月30日（いいみらい）は
「年金の日」です !
　ご自身の年金記録や年金見込額を確認
し、将来の生活設計について考えてみま
せんか。「ねんきんネット」をご利用いた
だくと、パソコンやスマートフォンから
いつでもご自身の年金記録を確認できる
ほか、ご自身の年金記録から様々な条件
を設定したうえで、年金見込額の試算を
することもできます。
　詳しくは、日本年金機構
ホームページ（ねんきんネッ
ト）をご覧ください。

【問合せ】大曲年金事務所 ☎0187-63-2296

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

ねんきん
ネット

仙北市民会館×仙北市国際交流協会
姉妹湖提携35周年記念
事業映画上映会
　烏山頭ダムを建設し、台湾で半世紀を超
えて人々が敬愛を抱く人物・八田與一氏の
初アニメ化作品を上映します。

【日時】11月23日水・祝 14:00
　（入場13:30～）

【場所】仙北市民会館ホール
【上映作品】「パッテンライ !!～南の島の
水ものがたり～」（約90分）

【入場料】無料（整理券などはありません）
【問合せ】仙北市民会館 ☎43-3143

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

仙北市 SDGs 川柳コンクール
　様々なメディアで取り上げられ、目にする機会
が多くなったSDGsですが、仙北市はSDGsがあ
まり知られていなかった平成30年度に「SDGs
未来都市」として、全国29自治体の一つに選ばれました。好評だった昨年度に引き続き、
今年度も「仙北市SDGs川柳コンクール」を実施します。全国に誇るべきこの地に住む
皆さんの思いや意識を、ぜひ「川柳」で表現してください !!

【応募資格】 ▼仙北市在住の方   ▼仙北市内の学校に通学している方  

▼仙北市内の企業などにお勤めの方
【応募方法】必要事項をご記入のうえ、メール・FAX・郵便などで、事務局へお送りください。
　 ▼一人何点でも応募できます。 ▼未発表のオリジナル作品に限ります。 ▼応募作品は、
SDGsの普及啓発のため、市が広報などで活用します。

【必要事項】①氏名 ②住所 ③学校名または勤務先 ④電話番号 ⑤川柳 ⑥公表用氏名または
ペンネーム ⑦年齢 ⑧該当するSDGsのゴール番号（“SDGs全般 ”でも可） ⑨作品に関す
るコメントなど  ※①～④の個人情報は、賞品の受け渡しのために使用し、公表しません。

【募集期間】令和5年1月31日火 まで
【賞品】 ▼《最優秀賞》図書カード10,000円分（1名様）   ▼《優秀賞》同3,000円分（1名
様）   ▼《仙北市長賞》同2,000円分（１名様）   ▼《特別賞》同1,000円分（１名様）

※選考は、審査員（市長、副市長、総務部長、企画政策課長）および投票（WEB等）によっ
て選考します。（投票期間は2月1日～20日予定）

【問合せ・応募先】仙北市企画政策課（〒014-1298 仙北市田沢湖生保内字宮ノ後30）
  ☎43-3315  FAX 43-1300  E-mail sousei@city.semboku.akita.jp
＜昨年の受賞作＞★最優秀賞「まがってる きゅうりだって おいしいよ」  ゴール12
　　　　　　　　★優秀賞　 「エコバッグ いざというとき 見つからず」  SDGs全般

▼ ▼ ▼Recruitment募　集

「川柳」とは…五・七・五を基本とした
短詩。俳句には季語や切れ字（「や」「か
な」「けり」など）を用いるのに対し、
川柳には必要がありません。ルールに
とらわれない自由な表現・作品をお待
ちしています。

無料人権・困りごと
特設相談所
　悩みごと・困りごとはありませんか？人権
擁護委員が相談に応じます。相談無料、秘
密厳守。ひとりで悩まず相談してください。

【日時】12月5日月 10:00～15:00
【場所】田沢湖総合開発センター、市役所
角館庁舎、社会福祉協議会西木支所

【人権擁護委員】 ▼《角館地区》黒澤福子
（山谷川崎）、茂木一代（小勝田）、千
葉悟見（薗田） ▼《田沢湖地区》竹田幸博
（生保内）、田口陽三（生保内）、伊藤政
和（神代） ▼《西木地区》伊東和子（桧木
内）、佐藤よし子（西明寺）

【問合せ】 ▼秋田地方法務局大曲支局 ☎
0187-63-2100 ▼みんなの人権110番 
☎0570-003-110 ▼子どもの人権110
番 ☎0120-007-110 ▼女性の人権ホッ
トライン ☎0570-070-810

▼ ▼ ▼ Consultation相　談

【問合せ】自衛隊秋田地方協力本部  大仙地域事務所  ☎0187-63-1313

募集種別 試験期日 募集期限 試験場 応募資格
一般曹候補生

ただし、海上自衛隊は
男子のみ

12月11日日 12月1日木 陸上自衛隊
秋田駐屯地

（秋田市寺内
字将軍野1）

18歳以上
32歳未満の方

自衛官候補生 12月17日土 12月5日月

自衛官募集

▼ ▼ ▼Recruitment募　集
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TS　夫婦で車で出かけてス
ポーツ観戦。予備のキーを妻
に預け、ひと足先に会場に行っ
て観戦中、上着のポケットに入

れたつもりのもう1つのキーがないこと
に気がつき、会場と駐車場を 3 往復。そ
れでも見つからず帰宅してこのことを伝
えると、妻がキーを 2 つ持っていました。
何気なく2 つを渡していたようで、必死
に探したあの時間を返してくれと言いた
いところだが、これは自業自得なのか…

SG　仙北市の特設コースで行
われたふるさとあきたラン。
広報係に異動する前に携わっ
ていた業務ということもあっ

て、撮影にも力が入りました。大会では、
同僚が仙北市選抜チームの選手として力
走。チームのために本番に向けてプレッ
シャーと闘いながら練習に励んでいる様
子に刺激をもらいました。たすきをつな
いだ選手の皆さん、ナイスランでした！

広報担当者の広報担当者の

つつ
やや きき

ぶぶ

11/
１６ 水

●オレンジカフェ（NPO法人かじか瀬スペース10:00～12:00） 11/1･P16

●かだれ（田沢湖健康増進センター 10:00 ～ 15:00） 11/1･P17

●えくぼの会（角館交流センター10:00～14:00） 11/1･P17

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター13:00～15:00）
11/1･P26

●健診結果説明会（神代就業改善センター 9:30 ～ 11:00） 10/1･P10

１７ 木 ●行政相談所開設日（角館交流センター13:00～15:00） 11/1･P26

１８ 金 ●あつまれ ! 0 歳児 ! !（さくラッコ10:30～11:30、13:30～14:30） 11/1･P13

●笑いの会（健康管理センター9:40～11:30頃） 11/1･P17

１９ 土 ●とことこタイム（田沢湖図書館9:00～12:00） 11/1･P11

●おはなし玉手箱（田沢湖図書館10:00～） 11/1･P11

２０ 日 ●大腸がん単独検診（神代就業改善センター 9:30～11:30） 11/1･P14

●オレンジカフェ（デイサービスセンターささえ愛9:30～11:30） 11/1･P16

２１ 月
●大腸がん単独検診（健康管理センター（角館）10:00～12:30） 11/1･P14

●こころの相談（角館庁舎 相談室10:00～10:50、11:00～11:50、13:30～14:20、14:30
～15:20） 11/1･P17

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（中央公民館10:00～12:00） 11/1･P26

２２ 火 ●こころの相談（西木総合開発センター10:00～10:50、11:00～11:50） 11/1･P17

●健診結果説明会（神代就業改善センター 13:30 ～ 15:00） 10/1･P10

２３ 水
●第 8 回市民の医療と健康を考える会（角館樺細工伝承館13:30～） P15

●仙北市民会館×仙北市国際交流協会 姉妹湖提携 35 周年記念事業映画上映会（仙北市
民会館14:00～ ※入場13:30～） P16

２４ 木

２５ 金 ●わくわく広場（さくラッコ10:00～12:00） 11/1･P13

●行政相談所開設日（市役所桧木内出張所13:00～15:00） 11/1･P26

２６ 土
●まぼろしの田沢ながいもまつり（市立田沢湖病院駐車場9:00～） P16

●とことこタイム（田沢湖図書館9:00～12:00） 11/1･P11

●オレンジカフェ（グループホームひまわり地域交流室14:00～16:00） 11/1･P16

２７ 日
●伝建地区防災訓練（武家屋敷「河原田家」・「小田野家」周辺、旧東勝楽丁庁舎跡地 13:00 ～
15:00） 11/1･P4

●大腸がん単独検診（田沢湖総合開発センター9:30～11:30） 11/1･P14

２８ 月 ●大腸がん単独検診（西木開発センター10:00～12:30） 11/1･P14

●こころの相談（角館庁舎 相談室13:30～14:20、14:30～15:20） 11/1･P17

２９ 火 ●お薬相談会（クオール薬局田沢湖店15:00～16:30） P16

３０ 水
●無料法律相談（角館交流センター13:30～） P16

●年金の日   P17

●仙北市中央公民館 令和 4 年度生涯学習講演会（西木総合開発センター 14:00 ～ ※開場
13:30） 11/1･P26

12/
１ 木

●こころの相談（角館庁舎 相談室10:00～10:50、11:00～11:50、13:30～14:20、14:30
～15:20） 11/1･P17

２ 金

３ 土 ●市民公開講座～いつまでも自分らしい人生となるために～（西木温泉ふれあいプラザク
リオン9:30～11:30 ※受付8:50～） 11/1･P15

４ 日 ●大腸がん単独検診（健康管理センター（角館）9:30～11:30） 11/1･P14

ＩＮ ＤＥＸＩＮ ＤＥＸ
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旬な情報チャンネル
仙北市地域おこし協力隊コラム／
にしき園だより
仙北市教育委員会だより きたうら
令和 5 年度 認定こども園・保育
園 入園案内
市役所からのお知らせ
保健と健康の掲示板／仙北市新型
コロナウイルスワクチン接種推進本
部からお知らせ
おしらせナビ
仙北市カレンダー

仙北市カレンダー仙北市カレンダー 11/16 水  ～ 12/4 日
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より多くの人へ適切に情報をより多くの人へ適切に情報を
伝えられるように配慮した見伝えられるように配慮した見
やすいユニバーサルデザインやすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。フォントを採用しています。


